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• 分散分析の適用条件

• 分散分析の分類

• 多重比較とは

• 演習：２要因被験者間分散分析と多重比較



分散分析とは

• 観測データにおける変動を、誤差変動と、各要
因およびそれらの交互作用による変動に分解す
ることによって、要因および交互作用の効果を
判定する、統計的仮説検定の一手法である。

• 測定値全体の変動＝要因による変動＋誤差によ
る変動

• F値：要因による変動/誤差による変動

• 検定する仮説：帰無仮説（H０）



分散分析表を挿入

要因 平方和 自由度 平均平方 F

群間 748.63 2 374.32 12.22

群内 1745.55 57 30.62

全体 2494.18 59



分散分析の考え

• 三つの方法で製造した製品の重量を比較する実
験をおこなってみる。
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(内田、2007)



• 平均値の差を吟味するときには、原データのば
らつきを考慮して、差が誤差の範囲内にあるか
どうかを検討する必要があるということが理解
できるであろう



分散分析で検証する仮説

• 帰無仮説：H０

• 抽出された標本の母平均がすべて等しい
• k個のグループがあれば、

H０：μ1＝μ2＝μ3＝…＝μk

さっきの例から見ると、



(内田、2007)



• 帰無仮説が棄却されたときに採択される仮説は
対立仮説。



(内田、2007)



• 分散分析では、 H０を検証するにあたり、以下

のような式を定義する

(内田、2007)



分散分析の適用の条件

• 1 母集団からの標本抽出がランダム

• 2 その標本が抽出されたと仮定される母集団に

おいて、該当の変数が正規分布している

（もしくはそのように仮定できる）

• 3 各条件の母分散が等質と仮定できる

⇒t検定を適用できる同様な条件



分散分析の分類



一要因被験者間の分散分析

• 1元配置法とも呼ぶ

• 例：

(山内、2007)



二要因被験者間の分散分析

• 多要因計画には、交互作用が吟味されることが
特色

• 例：



一要因被験者内の分散分析

• 反復測定計画とも呼ばれる

• 同一の被験者が各水準で繰り返して測定する手
法

• 例：

(石村、2002)



二要因被験者内の分散分析

• 同じ被験者が繰り返して測定され、各要因の間
の交互作用も観察する計画

• 以下は演習

• 飲料が運動負荷によって心臓に与える影響を調
べてみよう



多重比較とは

• ANOVA（分散分析）で、有意差があった場合に

どの群とどの群に有意差があるか調べたい場合
に使用されることが多い。

• 被験者内分散分析にはあまり行わない

• 治療法の効果の例を見よう



(山内、2008)



• 演習に入ります

• 飲料が運動負荷によって心臓に与える影響につ
いて反復測定を行い、治療法の効果の例を使っ
て多重比較を行ってみよう
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